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「 
感 

謝 
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校 

長 
  

井
上 

弘
規 

 
 

「
春
よ
来
い
♪ 
早
く
来
い
♪
」 

 

季
節
は
、
暖
か
い
日
と
寒
い
日
を
繰
り
返
し
な
が
ら
本
格
的
な
春
へ
と
歩
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
春
に
向
け
、
一
日
一
日
を
大
切
に
積
み
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

さ
て
、
国
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
一
例
目
が
確
定
し
た
の
が
三
年
前
の
一
月
。
私
は
そ
の

年
の
四
月
に
本
校
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
振
り
返
り
ま
す
と
、
現
中
学
三
年
生
と
共
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
過
ご

し
た
笠
中
の
三
年
間
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。 

 

 

さ
て
、
私
に
と
っ
て
は
最
後
の
学
校
だ
よ
り
の
執
筆
と
な
る
今
号
。
先
日
に
書
い
た 

 
 
 

だ
よ
り
の
内

容
を
広
く
皆
様
に
も
お
伝
え
し
た
く
、
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

「
失
っ
た
も
の
を
数
え
る
な 

残
さ
れ
た
も
の
を
最
大
限
活
か
せ
」 

こ
れ
は
❞
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
❝
と
呼
ば
れ
る
医
師
の
言
葉
で
す
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
精
神
を
最
も
端
的

に
表
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
は
「
人
間
っ
て
、
な
い
も
の
ね
だ
り
す

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
も
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
っ
て
前
に
進
め
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
本
校
で

は
こ
の
３
年
間
、「
ど
ん
な
力
を
付
け
た
い
の
か
・
ど
ん
な
対
策
を
講
じ
れ
ば
・
ど
ん
な
工
夫
を
す
れ
ば
・
・
・
」

そ
の
都
度
、
生
徒
の
成
長
に
拘
り
つ
つ
、
可
能
な
範
囲
の
中
で
種
々
の
教
育
活
動
を
模
索
し
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
前
ま
で
と
全
く
同
じ
よ
う
に
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
自
分
た

ち
が
で
き
る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
、
一
つ
一
つ
高
み
を
目
指
し
積
み
上
げ
な
が
ら
確
か
な
成
長
の
跡
を
残
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
年
が
変
わ
る
毎
に
先
輩
の
背
中
を
越
え
よ
う
と
頑
張
る
姿
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
良
き
伝

統
も
生
ま
れ
ま
し
た
。 

い
ず
れ
も
純
粋
な
気
持
ち
で
が
ん
ば
る
生
徒
た
ち
、
協
力
的
な
保
護
者
、
種
々
支
え
て
く
だ
さ
る
関
係
者
の
皆

様
、
地
域
の
皆
様
、
そ
し
て
生
徒
を
大
切
に
考
え
る
教
職
員
集
団
の
お
陰
と
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
幸
せ
な
三
年
間
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
徒
の
成
長
の
た
め
に
頑
張
る
笠
置
中
学
校
の
教
育
を
、
今
後
と
も
ご
支
援
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

                             

学

校

だ
よ

り 

令和５年 

３月号 

３月１日 

発 行 

笠 置 

中学校 

【笠中 HP】 

今年度の人権講演会は、LGBTQについて考えました。本校で常日頃生徒たちに話していることは、

お互いに差異を認めること、誰もが当たり前に自分の想いを語り、認め合うことができること、笠

置中学校はそんな場所であってほしいと思っています。自分ごととして、自分にできることは何か、

深く考えることができました。 

【生徒たちの感想より～一部抜粋～】 

藤原さんの話を聞いて、LGBTQ＋の方にこれからの人生で出会ったとき、優しく接したいと思った。

身近の意外な人からカミングアウトされたりしても、最初は驚くと思うけど、それは自分を信用し

てくれたんだなと考えて相談に乗りたいと思った。また、今までの人生で、LGBTQ＋についての本は

読んだことがなかったから、おすすめの本のうちどれかを一度読んで、改めて LGBTQ+について考え

たいなと思った。 

 

私たちは普通でいたいとか、みんなと同じ方が安心できると思う場面が多々あります。でもその

普通という感覚が誰かを苦しめることもあるのかもしれないなと思いました。今、日本でもどんど

ん「誰を好きになろうが普通」という考え方が広まっているけれど、それは本来当たり前のことだ

と思うからもっと理解が広まればいいなと思いました。 

 

「男として生まれけれど心は女性」等の人には、その人が不安にならないように接したり、みん

なと平等に接したりすることで、自分の気持ちを素直に言えると思ったから、僕らの学校でも、そ

ういうことができる環境をつくっていきたいと思いました。全員が自分らしく生きることができる   

世にしたいと思った。 

 

土曜教育 人権講演会 令和 5年 1月 28日（土） 
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【教育相談室開室日のお知らせ】  

3月のスクールカウンセラー来校日は 

３月７日（火）・14日（火）です。 

お気軽にご相談ください。 

【 ３月予定 】  

相楽「少年の主張大会」 

2 月 19 日（日）木津川市アスピアやましろで、第 29 回相楽少年

の主張大会が 3年ぶりに開催されました。 

 本校からは、2 名の生徒が参加し、堂々と自分の意見を述べるこ

とができました。 

優秀賞 2年 アブドゥル フセイン ナジュマ さん 

奨励賞 2年 坂本 和心 さん 

卒業証書授与式  

令和４年度相楽東部広域連合立笠置中学校卒業証書授与式は 

令和５年３月 14 日（火）午前９時 30 分 に挙行いたします。 

参列者は、令和 4年度卒業生、在校生、保護者、来賓（正副連合長・町村議

会正副議長・学校運営協議会員・PTA代表）となっています。 

 

先日、各地域集会を経て、本部役員互選会が

開催され、右記の皆様が本部役員に決定いたし

ました。 

令和 5年度一年間お世話になりますが、よろ

しくお願いいたします。 

令和 5年度 PTA本部役員  会 長 坂本 英人  

副会長 中下 淳子   

副会長 橋本 恵生  

会 計 仲北浦 晴代  

         （敬称略） 
 

3 月 離任式

7 金 着任式　始業式

10 月 入学式

11 火 身体測定　2・3年給食開始

12 水 １年給食開始

【 ４月当初予定 】  

日 曜 行　事 日 曜 行　事

1 水 １・２年学年末テスト 17 金 ２年奈良班別学習

2 木 １・２年学年末テスト 21 火 春分の日

3 金 １・２年学年懇談 23 木 短縮４校時　給食最終日

7 火 SC来校 24 金 修了式

8 水 公立中期選抜 27 月 部活動

13 月 卒業式予行・準備 28 火 部活動

14 火 卒業証書授与式　SC来校 29 水 部活動

15 水 短B 30 木 部活動

16 木 短A　後期委員会まとめ 31 金 部活動



 


